
令和３（202１）年度富山県糖尿病対策推進会議【報告】 

       2021 年 10 月 19 日（火）19：30～  

富山県医師会館 ４階大会議室 

司会・進行 寳田理事 

 馬瀬会長 開会挨拶 

１．令和２（2020）年度事業報告・・・【資料１】  

①2020 年度世界糖尿病デー関連イベント実績報告  

②県内関連イベント一覧 

   2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、人が多く集まるイベントは行われず、主に 

ライトアップや院内におけるポスター掲示等となった。 

実績報告、イベント一覧は本会 HP に掲載済み 

③全国の事業状況一覧（参考） 

    毎年、日本医師会で全国の事業状況調査が実施されており、参考資料のとおり 

 

２．令和３（2021）年度事業計画（案）・・・ 【資料２】 

①2021 年度県内関連イベント一覧（9/10 現在） 

    今年度も昨年度に引き続き、各病院主催の関連イベントは講演会や相談会などは控えられ、ライト 

アップや院内展示を中心に実施予定、一部予定を中止された病院もあった 

  ＜意見＞ 

  （大澤先生） 本事業での予算額・支出額は？ 

ライトアップ点灯式に代わるマスコミへのアピールを 

 （寳田理事） 世界糖尿病デー実行委員会から最大 50 万円、日本医師会から 45 万円の補助あり 

          ブルーライトアップは全国的な啓発事業であるため引き続き実施したい 

  （戸邉先生） 小児キャンプなどに補助できないか、スティグマ差別を受けている方がみられることから 

問題提起できないか 

（大澤先生） 偏見をなくすための何か、患者と医療者の状況などテレビで特集してもらうなど 

 

３．その他 

  ・大澤謙三先生からのご意見 

・富山県における尿アルブミン測定件数について及び富山県における SGLT2 阻害薬の使用状 

況について 【資料３】 

   資料３について寳田理事より富山県の状況を説明、健康課より補足 

 ＜意見＞ 

 （高野先生） 医報とやまに県内の尿アルブミン測定状況などを掲載し、広く開業医等に現状を見える化 

 （大澤先生） 特定健診の結果説明時に尿アルブミン測定を強制するシステム作りなどが必要では 

 （吉澤先生） 新川地区ではマイカルテを活用、半年・1 年に 1 回は専門医へ受診するようになっている 

  

その他活発な意見交換がなされ、最後に出席者全員からそれぞれの取組みや意見を発言いただいた 

▶糖尿病治療のみならず、合併症にも重点を置く必要あり 

▶医師の他、メディカルスタッフの役割が大きいこと、スタッフ教育の重要性 

▶糖尿病手帳の再活用 

▶開業医と専門医の病診連携 

▶医療機関と行政との協同                           等々 

 

炭谷副会長 閉会挨拶 

                                                     20：50 閉会 















○2021.10.19 糖尿病対策推進会議に関してのご意見等

氏　名 ご 意 見 等

大澤謙三
・富山県の糖尿病医療の問題点（例：尿アルブミン測定件数が全国最下位レベル、SGLT2阻害剤
の使用頻度が全国最下位レベル、インスリン治療が一昔前のレベルから進歩していない等）を抽
出して、実効性のある対策を立てる会として下さい。


